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フォトブックチームを監修

フォトグラファー都甲ユウタ

▶撮影監修 奈良県在住のフォトグラファー 都甲ユウタ 

▶その他 この事業は、一般社団法人自治総合センターが行うコミュニティ

助成を活用しています。 

 

■企画背景 

平成 27 年度に実施した市民満足度調査では「生駒市への居住を人に薦めた

い人の割合」は 50.3％、24 年度に実施した同調査で市のイメージを「自然

や緑の豊かな住宅街が広がるまち」と答えた人は 58.1％であった。「生駒だ

から住む理由」を感じずに暮らしている人が非常に多く、何よりも生駒に住

んでいる層がまちへの愛情や誇り、シビックプライドを強め、それを生

駒に興味のある層や今はまだ生駒に興味のない層へと広げていくことが

必要であると考える。そのため、住民といっしょになって地域資源を掘

り起し、生駒の魅力を言語化できる状態をつくるために、「いこまち宣伝部フォトブックチーム」を立ち上

げた。 

 

■フォトブックチーム部員のコメント 

「優しくほっこりした生駒らしい雰囲気に仕上がりました。自慢の 1冊です」 

「生駒にずっと暮らしていますが、撮影でいろいろな場所をまわって知らなかった生駒の魅力をたくさん

発見できました」 

「大阪や名古屋ばかりで遊んでいましたが、実際に足を運んで生駒市内で撮影すると、生駒にも魅力がた

くさんあることがわかりました。この 1冊で生駒の良さを友人に伝えたいです」 

 

 

この件に関する報道関係からのお問い合せ 

生駒市広報広聴課（課長 小林、村田） 0743-74-1111(内線 221) 


